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Rainbow trout Oncorhynchus mykiss is a species of salmonid fish native to the continent of North 
America. In Hokkaido, it was first released in Lake Shikotsu in 1920 and has been observed in 72 river 
systems by 1996. Inhabitation of Rainbow trout are assumed to have started in 2000s in Shimatokkari 
River, our study area. In this study, we observed 4 species of river salmonid, which are Masu salmon, 
Rainbow trout, White-spotted char and Dolly varden in the order of number we captured. Based on 
the result, we assumed that Rainbow trout are reproducing in this river despite competitions with 
existing species. Although countermeasures (exterminations) against alien species’ invasion and their 
inhabitation are difficult, we would like to continue the countermeasures (exterminations) as a citizen 
group standpoint.

はじめに
ニジマスOncorhynchus mykissは，北アメリカ大陸

原産のサケ科魚類である．18世紀以降，ヨーロッ
パ，南米，オセアニア，アフリカなど世界各国に
移植され，食料資源や釣りの対象魚として広く活
用されている．日本では1877年に移入後，九州以
北の全国各地の冷水域で広く養殖され，河川に放
流されている（木村2009）．北海道においては1920

年に支笏湖に放流されたのを初めに（青山2003），
1996年までに 72水系で生息が記録されており
（鷹見・青山1999），その分布は知床半島にまで及
ぶ（小宮山 2003; 森田ら2003）．また外来種であり
ながら，十勝地方の芽室町では町の魚に指定され
るほど社会的認知度の高い淡水魚である．しかし
ながら，ニジマスは日本生態学会によって「日本
の侵略的外来種ワースト100」に指定され（日本生

態学会2002），北海道においても，在来種との餌や
生息や繁殖環境の競合などの問題が懸念されてい
ることから（鷹身・青山1999; 青山ら1999; Nomoto 

et al. 2010），自然河川における本種の繁殖生態に
関する知見の蓄積が急がれる．
これまでニジマスの自然河川における繁殖は
全国各地で報告されているが（e.g. 田中1980; 沖
1982; 加藤1985; 北野ら1993; 中村・丸山1994; 山
本2008），何齢から性成熟するかを観察した例は
少ない（北野ら1993; 森田ら2003）．本研究では，
繁殖が示唆されている北海道知床半島シマトッカ
リ川において，産卵前と推定されるニジマスの性
成熟の状況について若干の知見を得たので報告す
る．またニジマスと他の魚類との関係についても
考察する．
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調査地
シマトッカリ川は水源を海別岳に発し，斜里
町側のオホーツク海に注ぐ流程5.6 km，流域面積
13.6 km2の小河川である．中，下流は農地の中を
流下し，この区間は素掘り，もしくは護岸された
状態で直線化されおり，河畔林はほとんど見られ
ない．シマトッカリ川におけるニジマスは，その
ほとんどが下流域に生息しており，0歳稚魚が採
捕されていることから，自然繁殖が示唆されてい
る（山本2008）．

材料と方法
調査は2009年3月22日におこなった．調査区間
は，河口から流路長で約660 m上流にある落差約
60 cmの河川工作物までとした．区間内の川幅は
3–6 m，平均水深は19 cm，河川形態はBc型である
（可児1944）．魚類の採捕は調査員6人（2回目は5

人）それぞれが目合い約5 mmのタモ網を用い，区
間内を2回繰り返しおこなった．また倒木の下や
淵など多くの魚が潜んでいそうな場所では，受け
手と追い込み手にわかれ採捕をおこなった．ニジ
マス以外の魚種は種別にわけ計数後その場で放流
した．ニジマスは持ち帰り，尾叉長，体重を計測
したのち，生殖腺と鱗を採取した．性成熟の判定
は生殖腺を肉眼で観察し，オスでは精巣が白濁肥
大したものを成熟，透明ひも状のものを未成熟と
し，メスでは卵巣が十分発達し成熟卵が認められ
るものを成熟，卵巣が未発達なものを未成熟とし
区分した．採取した生殖腺は水分をペーパータオ
ルで除去した後，湿重量を電子天秤で0.01 g単位
まで計測した．
抱卵が観察されたメスの卵重と卵径は，卵の総
重量を計測した後に20粒を無作為に選び，これら
の合計値を卵重は0.01 g単位まで，卵径は製図用

スケールで0.1 mm単位まで計測した（図）．鱗は
実体顕微鏡で輪紋を観察し，休止帯の数から年齢
を判定した．北海道におけるニジマスの繁殖期は
1–5月と報告されているが（北野ら1993; 鷹身・青
山 1999; Taniguchi et al. 2000; Nomoto et al. 2010），
近傍の斜里川水系では繁殖後，卵から稚魚が浮上
するのは6–7月であることから（森未発表），シマ
トッカリ川における稚魚の浮上も6–7月と推定し
年齢判定の基準とした．

結果
1．ニジマスの年齢と性成熟
採捕したニジマスの性別，年齢，尾叉長，生殖

腺重量を表に示す．年齢構成は0歳から4歳までで
あった．性成熟は3歳のオスと4歳のメスで観察さ
れたが，0歳から2歳の個体の生殖腺は未発達な状
態であり，0歳魚の全てと1歳魚のうち1尾は生殖
腺から雌雄の判定はできなかった（表）．抱卵が観
察されたメスは尾叉長37.7 cm，卵の総重量116.60 

g，20粒の合計値から得られた1粒の平均卵重は
0.057 g，平均卵径は2.80 mmであった．この結果
から，このメスは約2,046粒を抱卵していると推定
された．

2．シマトッカリ川の魚類相
8種を採捕し，採捕個体数が多い順に，サクラ

マス（ヤマメ）Oncorhynchus masou（採捕尾数59，以
下同じ），イバラトミヨPungitius pungitius（38），エ
ゾハナカジカCottus amblystomopsis（29），ニジマス
（18），シマウキゴリGymnogobius opperiens（14），ア
メマスSalvelinus leucomaenis（5），カワヤツメ属 sp. 

Lethenteron sp.（4），オショロコマSalvelinus malma
（2）となった．

図．2009年にシマトッカリ川で採捕
したニジマスの成熟卵．
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考察
抱卵を観察したメスの卵の多くはイクラ状にば
らけていたことから，繁殖直前の個体と推定され
た．同じ知床半島羅臼町を流れる居麻布川ではオ
スは0歳から成熟する事が報告されているが（森
田ら2003），今回採捕した0歳から2歳の個体の生
殖腺は未成熟な状態であった．こうした結果が，
サンプル数不足に起因するものなのか，成熟した
個体の多くが繁殖のため移動したためなのかは不
明であるが，今後はこうした点に留意した調査が
必要であろう．
知床半島の河川では，河口からオショロコマ
が多数生息している（小宮山・高橋 1988; 谷口
ら 2000）．またシマトッカリ川においても山谷
（1990）は，下流域は河川の直線化により釣り場
としての魅力に乏しいが，釣りの対象魚はオショ
ロコマであると記録している．しかし今回オショ
ロコマは2尾しか採捕できず，2005年にほぼ同
じ区間でおこなわれた調査においても2尾しか記
録されていない（調査方法と時期は異なる）（山本
2008）．それに対し，ニジマスは今回18尾，2005

年56尾といずれの調査においても，オショロコマ
よりも多く採捕された．こうした事から，ニジマ

スはオショロコマとの種間競争で優位に立ってい
るものと推定された．
外来種の侵入，定着に対しどのような方法で対
処するかは，その生物の特徴や侵入場所，定着した
数などにより異なり，その制御は難しい．しかし
こうした小河川においては市民団体でも外来種の
制御がおこなえる可能性があると考える．この程
度の捕獲圧が，ニジマスの増殖を抑える効果があ
るのか否かは不明であるが，今後も斜里川を考え
る会として調査を継続しその推移を記録したい．
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